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  法学類月報第 6号では、このほど定年により金沢大学を退職される生田省悟教授のごあ

いさつ、公認サークル「模擬裁判会」の活動紹介、岡田浩教授と山本竜大准教授の合同ゼ

ミの報告をお届けします。年度末を迎え、法学類を卒業された皆さん並びに生田先生の益々

のご活躍をお祈りします。 

 

 

 

◆連載◆ 法学類の先生    第５回 生田省悟先生（環境思想） 

 組織再編騒動を経て本学が様変わり、法学部も人間社会学域法学類になったのは

2008 年のこと。そのおり、新組織やら何やらの英語名をどうするかが課題となりま

した。原案つくりを指示された私としては、なじみのない組織だからこそ、せめて名

称だけでも世界に通用させたい。まず浮かんだのは学類を school と呼ぶことでした。

この英語がギリシャ語の schole (スコレー)に由来するのはご存じの向きも多かろう

と思います。そう、「ヒマ」ですよね。大学を取り巻く社会環境や認識が激変しつつ

あるとはいえ、学生のみなさんには、やはり自由な時間という特権を行使してほしい。

ときには功利的な思考回路を停止させ、○○○対策講座もさておいて、人生だとか正

義だとかについて深く想いを巡らせてほしい。別にソクラテスよろしく長椅子に寝そ

べって、葡萄酒をグイグイやりながら談論風発、とまではいわないにしても。学類す

なわち自由な対話の場。耳学問ながら、英語名称にはそんなひそかな願いを込めたつ

もりです。 

 かくいう私は 4 月から、はれて「ヒマ」をもてあますことに。人目を気にすること

もない老人が「閑居」して何を「為す」というのか。中途半端な耳学問を再度ひけら

かすなら、たしかラテン語には serio ludere （まじめに遊ぶ）なんて言い回しがあっ

たような。                           

 

 

金沢大学模擬裁判会（通称：もぎさい） 

        金沢大学では、1957 年以 

来、法律相談所の学生が市

民の皆様の前で劇としての模擬裁判を上演す

る活動を続けていましたが、キャンパス移転

などの事情により、1995 年を最後に途絶えて

いました。もぎさいはこの伝統を復活・継承

し、2010 年に結成された一番新しい法学類公

認サークルです。「学生主体の模擬裁判劇」の



 

制作・上演を通じ、法律や裁判、

社会問題について市民の皆様

と一緒に考える機会を提供す

ることを目的としており、 

法学類のオープンキャン

パスでの上演もおなじみ

かもしれませんね。普段

の活動は、演技の練習に

始まり、シナリオ、パンフレット、映像編集、

判決などの書面作成に至るまで幅広いですが、

各自の得意分野を持ち寄ってひとつの作品を

作り上げ、充実感を味わうことができる「誰

もが活躍できるサークル」だと思います。 

去る 2 月 22 日、もぎさいは「女性の社会

進出と労働」をテーマとして学外での公演を

しました。脳梗塞を発症したある女性労働者

が、労働者に対する安全配慮義務違反を理由

として会社を訴えた、という設定です。女性

の社会進出が当たり前になっている昨今、女

性が働きながら家事、育児ができる社会整備

は十分か、厳しい労働環境のなか、日本の労

働法は今のままでいいのか、…などを考える

裁判劇に仕上がりました。上演後には、ご来

場頂いた市民の皆様や、東北大学、山形大学

の模擬裁判実行委員会の学生の方々と一緒に、

判決について考える評議を行い、実りある議

論を交わすことができました。 

金沢大学模擬裁判会代表 

      法学類 2 年 川畠慶大  

  

 

研究報告会 

「選挙と現代政治と社会との関わり ： 2013年参議院選挙の事例から」 

投票行動論ゼミと政治コミュニケーション論ゼミは、2月 12日、合

同で研究報告会を実施しました。当日は外部講師として田中善一郎先

生（東京工業大学名誉教授）をお招きし、近年の参議院選挙の特徴を捉えたレクチャーをし

て頂きました。そのうえで、岡田浩教授から、石川県下の選挙状況を説明して頂き、大学院

生による投票に関する流動性、学類生による選管ネット CMの特徴に関する報告がありました。

部分的には専門性が高かった内容であり、普段の

ゼミにはない雰囲気であったためか、参加者は真

剣な表情で各報告に耳を傾けて、質問をし、若者

や選挙全体の投票率、国政の現状を考えるのに、

有意義な機会となりました。 

投票行動論ゼミ担当・岡田浩 

政治コミュニケーション論ゼミ担当・山本竜大 

●法学類の学生、卒業生、教員に関係するイベント等の情報を、ぜひお寄せください。 

●関係者の皆様のご寄稿を歓迎します。採用された方には、法学類グッズを進呈します。 

●本誌のバックナンバーは、法学類 HP (http://www.law.kanazawa-u.ac.jp/home/geppo)

に掲載していますのでご覧ください。 

また、メールでの定期配信（無料）をご希望の方は、金沢大学人間社会系事務部学

生課 法･経済学務係 (n-hkgaku@adm.kanazawa-u.ac.jp)までお申し込みください。 

●お読みになってのご意見ご感想は、上記メールアドレスまでお寄せください。 

オープンキャンパスで見かける 

初代もぎさいポロシャツ 
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